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ステークホルダーの方々への対談を通じて、大阪府印刷工業組合（大印工組）の目指すべき方向や印刷業の現状を発信。
ご意見やご助言をいただきながら今後の取り組みに生かす理事長対談がスタートしました。
初回の今号は5月15日に大印工組の政治顧問、宗清皇一議員にオンラインで登場いただき、

猛威を振るう新型コロナウイルス対策やアフターコロナ社会、
そしてこれからの印刷業界の在り方について浦久保理事長との間で幅広く意見が交わされました。

雇用を守るためにも、
優先的に事業継続を支援

浦久保：　年明けから全世界で始まった

新型コロナウイルス感染症。

緊急対応から今後を見据えた長期の対応

まで、国政を担う与党自民党の一員とし

て、そして中小零細企業の街・東大阪選出

議員として地元の声を直接お聞きになっ

ている今、どのようなご意見をお持ちかを

お聞かせ願いたいと思います。

宗清：　前提として新型コロナウイルス感

染症の影響は、いままで私達が生きてきた

中で経験したことのない不況で、近年のさ

まざまな大不況とはまったく異なります。

全世界同時でしかも金融不況ではなく

人、お金、モノの流れが止まり、業種・地域

関係なく影響を受けています。

生活を守るために第一に雇用を守る。その

ためには事業者を守らなくては雇用は守

れませんので、スピーディーに事業継続

を支援していきます。これが今回のコロナ

対策の肝だと思います。

雇用調整助成金を活用いただき、まず雇

用を守る。そしてお金が足らない中小事

業者に対しては無利子無担保返済猶予

まで手当した融資を活用いただき、事業

を継続。そして雇用を守り、その上で生活

を守るという対策を打たせてもらってい

ます。

浦久保：　リーマンは金融、東日本大震災

は物流が止まり、供給がストップしました

が、いま宗清議員がおっしゃったように今

回は全世界同時に、全業種・業態そして市

民生活に影響がでています。

今、この世に生きている人すべてが同時

に経験している訳ですが、我々が一市民と

して漠然と思うのはこの先どうなっていく

のだろう、この出口は一体どこにあるのだ

ろうということです。

企業経営している立場から言えば財務体

力の問題と雇用を維持するために、どこま

で借り入れをしていくとか、今後の展望が

見えないところに不安がありますが、今後

についてどのように予想されますか。

宗清：　出口については軽々と申し上げる

ことは難しいのですが、社会全体が安定し

ていくのはやはりワクチンの開発だと思

います。ワクチンと治療薬がセットで開発

できれば新型コロナウイルスを季節性の

風邪、もしくはインフルエンザとして人類

と共生していけると思います。

経済面でいいますと、数ヶ月前の姿にすぐ

に戻ることは決してないと思います。まし

てやインバウンド需要が戻るには4～5年

はかかるだろうと思っています。

浦久保：　緊急事態宣言が解除され、あ

る程度収束の兆しが見え今までの生活が

戻ってきても間違いなく第二波というの

は秋口以降に来ると思っています。それに

備えて事業継続のために準備をしながら

コロナと一緒に生きていく体制が必要と

思いますが。

宗清：　「Withコロナ」といいますか、この

ウイルスが無くなることはありません。こ

れから法人、個人と、どんな事業者でもこ

の数ヶ月間に取り組んだことをまずは継

続させる。そして次の大きな爆発的な集

団感染が起きないようにしておくことが大

事だと思います。

それは家庭であっても会社であっても同

様です。この世の中には感染症があるの

だという強い意識をもって生きていかね

ばなりません。

浦久保：　当たり前のことをしっかりと行

いながら、集団感染を起こさない。我々の

製造現場で集団感染が起きてしまうと、

経営に致命的ダメージを受けることに

なっていきますので、今回の経験を今後

の経営に生かしていかないと、結局は

お客様に御迷惑をおかけすることになり

ます。

改めて組合でも組織運営のガイドライン

作成なども含め考えていきたいと思い

ます。

宗清：　私の事務所スタッフにも出社時

に体温を測り、マスクを必ず着け、頻繁に

手洗いをするよう指示しています。今回

のコロナウイルスだけじゃなくて冬場に

おけるインフルエンザもしくは風邪の予

防にもなりますし、従業員の健康管理に

繋げるなどのプラスも生んでいく必要が

あります。

従業員の健康管理をやっていない中小企

業は結構ありますので、この機会にかかり

つけの病院と相談していける体制を作る

とか、健康診断を定期的に行うなどをして

今回の経験を生かしていただければと思

います。

大阪府印刷工業組合 理事長衆議院議員
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むねきよ 皇一
（宗清 皇一）
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浦久保：　アフターコロナでは、3密を避

けながら新しい生活様式を取り入れ、社

会活動を行うことになります。そのなか

で大きな痛手を受けた業種業態を優先

した補正予算がついています。

補正予算では観光・飲食業を中心に

キャッシュバック的な予算が組まれてい

ます。

また、地域の商店街やお店もダメージが

大きいわけですが、その活性化に向けた

予算も組まれています。

これら商店街の活性化などには、我々地

場の印刷会社が力を発揮できると思って

いますが、ご意見をいただけますか。

宗清：　補正予算で組んだ「GO TOキャ

ンペーン」では、旅行や買い物をネット

で申し込むと安いとか、キャッシュレスが

お得ですなど、IT活用に向かっているの

も事実です。

そうなると印刷業界の出番はないじゃな

いかと思われますが、ネットを通じた活

動をいくらやっても届かない方が世の中

にはたくさんおられます。

やはり印刷のように目で見える、アナロ

グのものが必要不可欠なんです。それと

ネットでの広告なども印刷会社で受注で

きますよね。例えばチラシにURLのQR

コードを入れてネットへの導線を作り誘

導する。印刷業界が入り込む余地はたく

さんあると思います。

浦久保：　メディアミックスで紙やネッ

ト、それぞれの特性を生かしていく。今回

のさまざまな自粛のなかで外に出られ

ない、例えば外食できない状況の中で、

今まではウェブを使える若年層が中心に

ウーバーイーツなど宅食を利用していま

したが、今回の騒動で今まで利用してい

なかった高齢者層の利用が増えていま

す。このことを踏まえ、我々はもっともっと

「紙＋ウェブ」の良さを発揮することはで

きると思います。

宗清：　例えば商店街の中には、流行っ

ている喫茶店もあれば、そうでない喫茶

店もあります。

でも業種は同じ喫茶店です。流行る喫茶

店は徹底的に焙煎や豆のことも勉強し、

接客にも力を入れて顧客が喜ぶような

サービスをしている。ところが業者さん

が持ってくる豆をそのまま挽いて出して

いるお店は流行りません。今はコンビニ

のコーヒーもおいしいですしね。

喫茶店でもほかの物販食品についても

同じことがいえると思います。

ステークホルダーに印刷の魅力を定期的に発信

浦久保：　組合でも労務環境セミナー、

就業規則の雛形の作成、環境優良工場

表彰など労務や製造環境改善などの取

り組みを積極的に行っています。

また中小零細の多い印刷業においても

「今だけ自分だけの観点」から「社会貢献

やCSR活動」に取り組み、企業活動と両立

させることで社会に支持される。このよう

な企業像が今後さらに必要となってくる

と考えています。

しかしこれらの取り組みが実際の受注や

対外的な評価に、なかなか結びついて

いないのが実情です。印刷業界の真摯な

取り組みに対して積極的に発信し、ご評

価をいただきたいと考えています。

宗清：　いまの浦久保理事長のお話を聞

いて申し上げたいのが、大阪府印刷工業

組合の行政に対してのコンタクトがこれ

まで少ないということです。

大阪府に対しても業界団体別にコミュニ

ケーションをもっととり、その課題を共有

しながら行政でできることを話し合って

欲しいと注文をつけています。

組合と行政とがキャッチボールを絶えず

行う必要があります。そうでないと画一

的なことしか行政はしませんから、常日

頃からコミュニケーションを密にし、大き

な声で伝えないと行政には届かないと

思います。

浦久保：　私が注力したいのは外部の

方々に向けて印刷業の実態をしっかり発

信していくことです。これまでは外部に向

けての発信や交流が少なかったと感じて

います。

その結果、印刷業に対する社会からの認

識は、用紙に文字や写真を転写するだけ

の旧態依然のイメージで見られているこ

とが多いように思います。

「印刷業」と一言で申し上げても、組合員

企業の業務は多岐にわたっています。アプ

リ開発やホームページ作成、イベント企

画やオリジナル商品の開発をするなど、

紙媒体以外に紙プラスα（With紙）と

いったさまざまな手法に取り組んでいる

企業はたくさんあります。そうしていかな

いと、多種多様な顧客からのニーズには

応えられない時代だからです。

顧客ニーズに合わせて変化してきた印

刷業界ですが、行政や外部のステークホ

ルダーとのコミュニケーションが少な

かったせいで、我々業界のことをよく理

解していただいていない。今の苦しい状

況のことも含め、しっかりと行政などにお

伝えしていきます。

印刷産業にも新たな活路はたくさんある

アライアンスを組み、アフターコロナで新たな需要を取り込む

顧客側に立ったサービスの提供ができ

ていないお店も多いと思いますが、そこ

に印刷会社が入っていくチャンスがある

と思います。

こういう情報発信をすれば、あなたのと

ころの商品が輝きますよとか、販促効果

のアドバイスを行うなど、まだまだ印刷

会社の知識を生かした営業方法はある

と思います。

浦久保：　大印工組組合員430社、それ

ぞれに多くのノウハウや技術の蓄積があ

ります。１社だけでは受注が難しい案件

でも、相互にアライアンスを組みながら

各社の強みを生かした仕事をする。

組合での交流が仕事に生きていく。組合

がプラットフォームの役割を果たしてい

ければと思っています。

顧客はチラシが欲しいのではなく、いか

にして売り上げを上げていくかを望んで

いるわけです。そのことを理解している

企業のみがチラシやウェブ、イベントな

どを受注できる時代です。これまでの請

負型から、自社の強みや特徴を生かした

会社に変革しなければ、縮小していく

印刷市場では生き残れません。

宗清：　補助金頼りになるというのは個

人商店の特徴の一つです。商店街施策と

して例えばプレミアム1割を付ければそ

の時は売れる。けれどもそれが終わると

また売れない。声を揃えて不景気だ、不

景気だと言う。

そもそも、今ものを買う方々の主流は

ネットですから景気の変動ではないので

す。そのような層にいかに売り込むかな

んです。ネットではない紙だけの価値も

ありますし他業種と組むことで、今までで

きなかったことが色々できると思います。

今までできなかった素材に印刷ができ

るなど他業種と組んで新たなサービスを

実現することが可能だと思います。まだ

まだこれから日本は高齢化しますから、

この層に対して紙ベースのサービス提供

も必要だと思います。家にいることに

よってネットばかりではなくて印刷でも

特需があると思います。

浦久保：　今まではお店（リアル）で確認

して家に帰ってネットで買い物していま

したが、アフターコロナのことを考える

と、リアルでないところが基本になってき

ています。人に会った時の楽しさとかリ

アルを見たときの感動は、これまでとは

だいぶ違うように思います。

いかにお店（商品）の良さを見出しなが

ら、どのように発信するかを印刷会社が

うまくリードしていければ、新たな受注

のチャンスはあると思います。

宗清：　私の事務所も商店街の近くにあり、

お店とのお付き合いも多くあります。みな

さん何か販促したいとおっしゃいますが、

そこで真っ先に思いつくのがチラシです。

受注の余地があるにも関わらず、地元の

印刷会社が仕事を取りに来ないので、み

んなネット印刷に発注しています。提案を

しない町の印刷屋さんは無くなっていくと

思います。提案力があれば需要を作り出し

ていくことができると思います。これは他

業種と組むという意味でもです。

浦久保：　印刷業はお客様、地域のお役

立ちを担い、その中から得た多くの経験

があります。地域や社会が抱える課題に

もその経験は大きな力を発揮します。そ

れぞれが得意分野を互いに出し連携す

ることで新たな需要を産み、そして商売

につながる。一人ひとり、一社では取り組

むことが困難な課題解決に組合の存在

は大きな力になると信じています。

今後も大阪府印刷工業組合へのアドバイ

ス、ご支援をよろしくお願いいたします。

本日は国会期間中の大変お忙しい中、お

時間をいただきありがとうございました。

今後ともよろしくお願いいたします。

こういち
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